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岐阜県割石温泉におけるラドンと湯量の観測
Radon and Dischage Water Observations in Wari-ishi Hot Spring, Gifu Prefecture
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岐阜大学では、岐阜県飛騨市の割石温泉において、ラドン・湯量・泉温の連続観測を実施している。1998年から、地
下 850mからの温泉中のラドン濃度と湯量の変動を観測している。2004年からは 1秒間隔で 0.25％の精度で湯量を計測
している。ラドンと湯量の観測結果は、滞水層の間隙水圧の変化を介して、地球潮汐や地震発生にともなう地殻ひずみ
と関係していると考えられる。
　本研究の目的は地震予知の観点から、ラドン濃度と湯量変動と地震波・地殻ひずみの関係性を明らかにして、地下

水と地震の発生の関係を明らかにすることである。地下水解析は、１）ラドン観測方法と濃度変動、２）流出量と地球
潮汐にともなう地殻ひずみ、３）流出量と地震波、４）流出量と地震発生時の地殻ひずみ等の観点から行われた。
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